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ある織元の生涯と著作

































騒擾の一応の収束後に，地元新聞のグロスタージャーナル (the Gloucester 
Journa l) 誌上で，騒擾の原因と責任をめぐって，織布工支持者と織元支持
者とのあいだで，はげしい論戦がくりひろげられ，その一部終始がジェン
トルマン・マガジン (the Gentlman 's Magzine) により全国に紹介されて，
ひろく時人の知るところとなったからである。
この論争の口火を切ったのは， 1738 年 12 月 14 日発行のグロスタージャ
ーナルに掲載された 'Esay on Riots' であった。これは当時匿名で発表さ
れたカミ今日ではその作者は， トー マス・アンドリユー ス (Thomas Andrews) 
であったことが確認されている。アンドリユースは， トローブリッジとデ





側に騒擾の主たる原因と責任を帰したのである。だがこの‘Esay on Riots' 
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は当然ながら織元たちをいたく刺激し，彼らをしてただちに反論を用意さ
せることになった。すなわちメルクシャムの織元 14 名は，. 12 月 26 日のグ




判を試み，翌 1739 年 1月 9 日のグロスタージャーナルに"‘ Certain Mea-
sures proer to put in Pracitice ， for the Revial of Trade ， and for the 
efectual Relief of the por Manufctres of England' を発表している。
織元側は，それに対しでもふたたび、反論を試み 1月 30 日のグロスタージ







いうべきものであり， 39 年 2 月 13 日のグ、ロスタージャーナルに掲載されて
いる。いま一つは，同じくグロスタージャーナルに 2 月 27 日:から 4 月 10 日
まで，毎週，前後 7固にわたって連載された，匿名の長文 'The Case as it 
now stands. betwn the Clothiers ， Weavrs ， and other Manufctres ， 
with regard to the late Riot ， in the county of Wilts' である(以下 'The
Case. tewn Clothiers and Weavrs' と略記)。また l 月 30 日に匿名で
発表された前出の 'To the Author of the Gloucester journa l' もテンプル
の手になるのではないかと思われる。その文末には‘Manufctre in Wilts' 
とあり，作者が地元の織元であることを窺わせているし， しかもそこでの















































つぎに長文の論説寸he Case betwn Clothiers and Weavrs' につい
て。これはすでに知ったように，当初グロスタージャーナルに，前後7 固
にわたって連載されたのだが，その後一本にまとめられて，ロンドンで公
刊きれている。その著者は Ph i1 alethes というペンネームを用いており，本






とするのがもっとも自然で、あるからである。この寸he Case betwn C10th 同
iers and Weavrs' は，ほぽ同じ時期( 3月 27 日〉にグロスタージャーナル









ンドリユースの寸he Miseries of the Miserable' とともに，第一級の歴史
資料なのである。













































































でも，週 6 日働くようになる o つまり必需品価格が上騰した結果，それま
ではいわば自発的失業状態にあった人が働きにでるようになるのであり，そ
れによって「入手がふえる」。先の数字例では，従来週 3 日しか働かなかっ

























摘しておこう。 1738 年の織布工騒擾当時，時の宰相 R. ウォルポールが推
進していた内国消費税計画をめぐる圏内の政治的対立と混乱 (the excise 










































政策をめぐる J. スミス (J ohn Smith) との論争であった。スミスは『羊毛論












テンプルは 1750 年に A R φ4加がon 01 one 01 the ρrinc かαlA1 宮ument




































こうしたテンプルの批判に対してスミスは，The Case 01 the Engli ゐh
Farmes ，αnd his Landlord. In Answer お Mr. Temtle's Relutation ， 




スの『商業事典』によりつつ，また J. R. Ricards ， Traite Le Negoc 
d'Amsterd ωn (172) および Savry ，Dictionaire Universel du Comerc 


























































































































テンプルのかかわった第三の論争として， W. ベル (Wilam Bel) との
人口論争がある。当時ケンブリッジのフエローであったベルは， 1756 年に，
Disertatio η on the Cause whic princ~μlly contribute to rendr Nations 



















の擁護j (A Vindication 01 Comerc and the A 的 : proving that th の1
are the source 01 the Greatnes ， PO ωeη Richies and Populousnes 01 a 
State. 以下 A Vindication 回 01 Comerc と略記)を公刊して，ベルに論争


























































































たわけで、はない。たしかにここでのテンフツレは，先に見た 'The Case betwn 










① Manifesto ， Gloucester Journal ， 13 Feb. ， 1737. 
② ，  The Case betwn Clothiers and Weavrs ，' Ibid. ， 27 Feb. ~ 10 
Apr i1， 1739. Reprinted as a pamhlet.
③ A R 尾井dation 01 one 01 the β1inc 砂αIA 泡ument in the Rev. Mr. 
Smith's Memoris 01 Wol ， 1750. 















まれていたが，そのことはR.ウ庁レス (Robert Walec) の著書，A View 
01 the Internal Policy 01 Great Britain ， 1764 (以下， The Internal Policy 









は不明だが，The lnternal Po lz" り 0/ Great Br z't ain は 1764 年にでている
から，その刊行後ほどなくして書かれたと思われる o
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て急進主義者たるテンプjレの一面に光を当てる予定である。
(2) W. カニン庁ムや E.S ファーニスは，匿名書 Consideration on 








こともテンプJt ゐすそれらの著者ではないことを示唆していよう。事実 H. Higs ， 
Bibliogr ψhy 01 Econmis 175 ~ 173 は， また Goldsmith'- Kr es Li bray 
のカタログも，それらの著者を J. カニン庁、ムと推定しているのである。
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